
 

第 22 回全体会議資料 
 

開催日時：令和 6 年 6 月 15 日(土) 

場 所 クロスパル高槻(総合市民交流センター) 

５F 視聴覚室 

 

第 1 部 全体会議 

時間：午後 13 時 00 分～14 時 30 分 

 

第 2 部 講演会 

   「環境活動の輪を広げる」 

   講師：久 隆浩氏（近畿大学総合社会学部教授） 

時間：午後 15 時 00 分～16 時 30 分 

 

 

たかつき環境市民会議 





第 1 部 全体会議 
   

開 会 

1 主催者挨拶  たかつき環境市民会議 代表       13：00 

 

2 世話人紹介 

  役員、運営委員、アドバイザー、会計監査、各実行委員 

 

3 来 賓 挨 拶  高槻市 環境政策課長 

 

4 令和 5 年度事業報告・決算報告             13：10 

 

5 令和 6 年度事業計画                  13：15 

 

6 各グループ活動報告                  13：20 

      水 環 境 保 全 グ ル ー プ 

      里 山 グ ル ー プ 

      省 エ ネ 推 進 グ ル ー プ 

      エ コ 事 業 所 グ ル ー プ 

      チャレンジンググループ 

 

7 エコ事業所関係表彰                  14：10 

 活動事例発表：株式会社 長浜製作所          14：15 

 

閉 会                          14：30 

 

休    憩 (30 分) 

 

第 2 部 講演会 
 

「環境活動の輪を広げる」 

  講師：近畿大学総合社会学部･大学院総合文化研究科 
教授 久 隆廣氏 
 

時間：午後 15 時 00 分～16 時 30 分 



 

令和 6 年度たかつき環境市民会議・世話人 
   

役員  

代 表 山﨑文男   

副代表 宮島彰、加治屋重則 

 

事務局 

 森畑弘一 松村昌能 

 

 

運営委員 

 水環境保全    山﨑文男、森畑弘一、関田雅一 

 里山       加治屋重則、杉山正寿、淺井雅子 

 省エネ推進    松村昌能、片山智子 

 エコ事業所    斉藤昇 

 チャレンジング  宮島彰、大渕府仁夫、小山千郁、鳥野卓 

 事業者(大阪ガス) 井原麻琴 

   

アドバイザー 

 小柿正武  

 

監査 

 守本忠義 

 

津之江公園を活かす会実行委員会 

 委員長  月森善文 

 副委員長 小柿正武、宮島彰 

 事務局長 太田保 

 事務局  加治屋重則 

 会 計  中西利文 

監 査  田川良正 

実行委員 三上賢二、森畑弘一、山﨑文男、矢内原明 

 

市民環境大学実行委員会 

 委員長  五十里斎 

 副委員長 堀内雅代  

 実行委員 小柿正武、宮島彰、辰巳英輔、堀内雅代、三上賢二、五十里斎 

岡出裕之、青野峰子、松村昌能、朴秋子、清水早苗 
 
 
 
 
 



 
 

令和 5 年度事業報告         

             

令和 5年度は、阪急阪神 未来のゆめ・まち基金の助成を受けたので、懸案であった広報・事務局機能の強化

や各グループの活性化に向けて有効活用し、以下の事業を実施しました。 

１．高槻市と「たかつき市民環境大学」第 11 期の協働運営（以下「市民大学」）を行いました。 

〇修了生の数は 1 期 24 名、2 期 34 名、3 期 34 名、4 期 18 名、5 期 16 名、6 期 27 名 7 期 19 名 

８期０名、９期 17 名、10 期 12 名 、11 期 19 名 計 220 名 

〇新規実行委員を加え、カリキュラム等の企画・運営は順調だが、受講者は変動が激しい。12 期募集に 

向けて令和 6年 3 月に広報紙エコ＆エコー大学特集版を 1000 部発行、プレ講座 5/9 チラシ 3,000 部 

を配布した。 

〇各講座は、講座アシスタントが運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥が見えるかな？           河原の石から地質を知ろう 

 

２.津之江公園自然再生整備活動を行いました。 

〇「市民大学 OB 会」と「たかつき環境市民会議」で「津之江公園を活かす会」として協働活動を継続 

〇平成 28年 1月に開始した自然再生整備活動が８年目となり、少しずつだが整備が進んでいる。 

〇活動は、草刈りやコドラート調査、在来種の移植、観察会などで、市民会議からの参加者増が課題 

令和 5年度活動実績：参加者計 206 人 整備保全活動 18 回、観察会 植物、昆虫、野鳥各 1 回 

環境学習支援 3 回   如是小学校 3 年生・若松小学校 3 年生・川西小学校４年生 

 

 

 

 

 

 

 

      如是小 ﾊﾞｯﾀｵﾘﾝﾋﾟｯｸ     若松小 昆虫観察会      川西小 ヨシズづくり   

 

３．打ち水大作戦は、2日間で 50人の子どもたちが参加してくれました。 

打ち水の効果は、水を撒く前と後では、二日間とも路面温度が約 10度下がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高槻まつり 

打 ち 水 

  

 
 

  

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋季美化推進デー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エコ＆クリーンフェスタ  

  

５．年間行事表 

事  業  名 実施時期 実 施 場 所 備  考 

法人総会 5/22 環境政策室分室  

全体会議の開催 6/3 生涯学習センター研修室  

たかつき祭り・打ち水 8/4～8/5 市役所前  

たかつき市民環境大学運営協力 R5.6～R6.3 高槻市内各地  

環境講座 通 年 公民館他 会員、市民 

ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ発行 3 月  １回発行 

津之江公園自然再生活動 第１第 4 金曜 津之江公園 9：45 集合 

こいのぼりフェスタ 1000 4/29 芥川桜堤公園 各グループ参加 

みどりのカーニバル 5/21 安満遺跡公園 各グループ参加 

環境美化推進デー参加 5/21 11/19 高槻市内各地 各グループ参加 

エコ&クリーンフェスタ出展 8/25～8/26 桜堤公園 各グループ参加 

高槻市都市緑化フェア出展 10/22 生涯学習センター展示ホール 各グループ参加 

淀川・芥川ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ大作戦 3/9 淀川・芥川の拠点地区 芥川大橋を担当 

  

  

 



収入の部
Ｒ５年度予算 Ｒ５年度決算

98,000 98,000
20,000 20,000

阪急阪神 未来のゆめ・まち基金 500,000 500,000
預金利子 2 4

618,002 618,004
249,813 249,813
867,815 867,817

支出の部
１活動費

2,000 0
２）ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ 公開講座チラシ 50,000 30,800

50,000 7,400
10,000 8,820

５）分室花壇・プランター整備費 5,000 1,005
６）緑の羽根募金 1,000 1,000
７）市民会議PRパンフレット作製費 50,000 0
８）阪急阪神 未来のゆめ・まち基金 500,000 500,000
９）阪急阪神 未来のゆめ・まち基金関連追加費用 0 6,428

668,000 555,453

5,000 272
２）ＨＰさくらサービスレンタル代 5,000 5,238

5,000 0
４）分室使用料（電話代含む） 3,440 5,116

1,000 714
5,000 4,219

小計⑤ 24,440 15,559

３予備費
5,000 0

10,000 0
15,000 0

707,440 571,012

４租税公課
0 0

10,000 10,000
10,000 10,000

717,440 581,012
150,375 286,805次期繰越金 ③－⑨＝⑩

当期支出合計 ⑦＋⑧＝⑨

当期収入合計①

たかつき環境市民会議令和５年度決算

会費
寄付

５）通信費（切手・振込手数料）

前期繰越金②
合計①+②＝③

１）交通費

３）全体会議資料印刷代
４）03年全体会議室使用料 

小計④

２管理費
１）消耗品費

３）プリンターインク代

社団法人登録料（役員登録料）
小計 ⑧

６）全体会議運営費

１）（慶弔費）
２）  (予備費）
小計⑥

経費 ④＋⑤＋⑥＝⑦

法人税



たかつき環境市民会議令和６年度予算（案）
収入の部

Ｒ６年度予算案
１）会費 103,000
２）寄付 20,000
３）助成金 0
４）預金利子 3
 当期収入合計① 123,003
 前期繰越金② 286,805
合計①+②＝③ 409,808

支出の部
活動費
１）全体会議運営費（会場費、講師料、資料） 25,000
２）講演会運営費（会場、講師、資料作成） 15,000
３）広報
  ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ  20,000
  20周年記念誌作成 80,000
４）啓発
  分室花壇・プランター整備（緑の募金含む） 7,000
  ゴーヤカーテン・雨水利用 600
５）その他活動推進に必要な支出 5,000
小計④ 152,600

管理費
１）消耗品費（紙、文具他） 5,000
２）ＨＰさくらサービスレンタル代 5,300
３）分室使用料（電話代含む） 3,612
４）通信費（切手・振込手数料） 2,000
５）プリンターインク・消耗品 25,000
６）雑費 5,000
小計⑤ 45,912

予備費
１）予備費 10,000
小計⑥ 10,000

経費 ④＋⑤＋⑥＝⑦ 208,512

法人税 （府民税・市民税免除） 0
社団法人登録料（役員登録料 隔年） 0
小計 ⑧ 0

当期支出合計 ⑦＋⑧＝⑨ 208,512
次期繰越金 ③－⑨＝⑩ 201,296





令和 6 年度 事業計画（案） 

 

 私たち「たかつき環境市民会議」の発展的継承と組織と会員の活性化をめざし、これまでの活動を取り

纏めた 20周年記念誌を発行し成果の承継を図るとともに、関係団体との連携及び会員相互間で協働しな

がら 以下の事業を推し進めます。 

 

１．「たかつき市民環境大学」の発展的継続 

  エコシテイ高槻の実現への一環として、新たな人材育成を目指した「たかつき市民環境大学」は、12

期の募集に向けてチラシ配布、エコ＆エコーの発行など準備を進めます。  

○来季に向け、運営体制の強化を図るとともに、新たな視点を加えた準備を速やかに進めます。 

 ○「市民大学」の発展的継続に向け、大学実行委員会を通じて高槻市と協働をさらに深めます。 

 ○「市民大学」のＯＢ会と連携し、津之江公園整備と観察会・特定外来生物駆除の協働活動を図ります。 

２．「津之江公園を活かす会」の活動を実行委員会のもとに積極的に進め、会員が参加し易い方策を 

進めます。（本活動は本年度セブン‐イレブン財団から助成を受けています） 

  生物多様性を尊重する立場で、市民・子ども達の憩い・学習空間の創出を目指します。 

３．高槻環境行動ネットワークに積極的に参加し、結集する団体および高槻市との協働・連携を図ります。 

４．各グループの活動活性化とグループ間連携を図ります（各グループの活動概要は別紙参照） 

事  業  名 実施時期 実 施 場 所 備  考 

法人総会 5/27 環境政策課分室  

全体会議の開催 6/15 クロスパル視聴覚室  

たかつき祭り・打ち水 8/3～8/4 市役所前  

たかつき市民環境大学運営協力 R6.6～R7.3 高槻市内各地  

環境講座 通年 公民館他 会員、市民 

ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ発行 10､3 月  ２回発行 

津之江公園自然再生活動 第１第 4 金曜 津之江公園 9：45 集合 

こいのぼりフェスタ 1000 4/29 芥川桜堤公園 各グループ参加 

みどりのカーニバル 5/19 安満遺跡公園 各グループ参加 

環境美化推進デー参加 5/19 11/17 高槻市内各地  

エコ＆クリーフェスタ出展 5/31～6/1 総合センター 各グループ参加 

高槻市都市緑化フェア出展 10/20 安満遺跡公園 各グループ参加 

淀川・芥川ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ大作戦 3/15 淀川・芥川の拠点地区 芥川大橋を担当 
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令和 6 年度たかつき環境市民会議全体会議 水環境保全グループ活動記録 

 

１.グループ名：水環境保全グループ 

２.構成員数 22 名(男性：17 名,女性：5 名) 

３.令和 5 年度動記録 

(1)芥川クリーンアップ活動  

原則毎月第 3 火曜日 10:00～12:00、津之江公園を中心に城西橋～芥川大橋の間で活動。 

今年度は 9 回実施。参加者数は延べ 65 名。 

集めたゴミは 70L 袋で可燃物 28 袋,缶類 275 缶、プラスチックボトル 263 個、ビン類 22 個。 

その他タイヤ、鉄類、ストーブタンク、風呂用シャワーヘッド、マット、傘 シャベル、 

オムツ、ラジカセ等を回収した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)内ケ池自然再生実験活動  

令和 4 年度はコロナの感染拡大に伴い活動の制限があり、2 回の現地調査にとどまったが、昨

年までの活動でヨシの定着が成功し、その後の経過観察を行っている。ヨシ再生地に漂着ゴミ、

投棄ゴミや釣り人の侵入による踏み倒しが見受けられる。 

＊ヨシの生育調査の概要 

 調査期間：4/23～9/30、調査回数 8 回、延べ参加人員 37名 

・4/23 内ケ池に移植したヨシの生育状況の観察を開始。 

移植区画に生育するヨシに標識を付け、8 回にわたって高さと茎の太さの測定を行った。 

その結果、ヨシは春から夏にかけて急激に成長して、夏以降は成長のスピードが鈍化すると 

いう生育過程を実際に確認することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

   

  



 

 

＊ヨシの刈取り 

・2/10(土) 10：00～11：30 12：30～13：30 参加者 13名（うち地元から 1 名） 

翌年のヨシの良好な生育と、イベントに使用するヨシを収穫するために刈取りを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 外来植物の駆除  

①ミズヒマワリ駆除活動は、芥川倶楽部との共働で実施した。令和５年度は生育初期の発見に

力を入れ、パトロールと発見次第の駆除を行ったことで、駆除量は少ないが大きな成果を得た。 

実績；パトロールと駆除 13 回 参加者；35名 駆除量；２８㎏ 

実施日：4/22、5/26、5/29、6/4、6/7、6/17、6/23、8/13、9/1、9/27、10/25、3/2、3/4  

前掲の 9/27 には恒例の国土交通省との合同パトロール（芥川大橋→鷺打橋）を行い、同行の

業者に駆除方法についてのアドバイスを行った。 

②オオバナミズキンバイ、ナガエツルノゲイトウ駆除は高槻市立自然博物館の指導の下、河川 

管理者や他の活動団体と協働して実施している。 

 

(4)芥川生き物調査  

芥川上流と下流域での調査を春秋継続して実施している。 

春季(6/8；上流、6/24：下流),秋季(10/25、11/ 1)合わせて４回実施、参加者数総数 春季

は延べ 17名、秋季は延べ 16 名（他グループから延べ 2名が参加）。 

観察した種： 下流域 春 魚類 7、甲殻類 3、両生類 1、爬虫類 0、水生昆虫 10、貝類 2． 

           秋 魚類 7、甲殻類 3、両生類 1、爬虫類 1、水生昆虫未、貝類 0． 

 

       上流域 春 魚類 7、甲殻類 2、両生類 1、爬虫類 0、水生昆虫 14、貝類 2． 

           秋 魚類 7、甲殻類 2、両生類 1、爬虫類 0、水生昆虫 12、貝類 1． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  



 

 

(5)用水路の生き物調査  

   令和４年度から新規活動テーマとして①関電変電所地区、②野田・東天川地区を対象として 

用水路の生き物調査を行っている。５年度は野田・東天川地区水路調査を市立第六中学校の自

然観察同好会の生徒と一緒に実施した。 

＊野田・東天川地区水路調査 

・10/28(土) 10：00～12:00 参加者：9 名(6 中の生徒 4 名と指導者 1 名、他グループ 1 名含む） 

採取した種：多くの魚が採取されたため主な魚種の同定のみとした。 

   魚類：オイカワ、カワムツなど 10種、甲殻類 2 種、貝類 2 種、水生昆虫 1種 

 

 

 

 

 

 

 

(6)田んぼの生き物観察会  

郡家新町の無農薬栽培を実施している田んぼと畑の生き物観察会で講師を務めた。 

日時：7/ 2(日)10 時～12 時 参加者：8 名  観察会参加者：約 40 名 

カワヨシノボリ、ドジョウ、ヌマガエルのオタマジャクシ、シオカラトンボのヤゴ、ガム

シ、カブトエビ、カイエビなど色々取れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)小学校水辺の楽校等の支援活動  

 茨木土木事務所が行う小学校の自然観察課外授業を支援している。 

今年は 6/23 に予定されていた芥川小学校の観察会が増水で中止となり、7/5 に阿武野小学校

４年生９８名、7/6 に南平台小学校の３年生６７名が行う観察会の支援を行った。水グルー

プの参加者は延べ 13 名。 

 

(8)その他 

① 津之江公園を活かす会活動 

自然再生活動 16回 52 名、小学校環境学習支援 3校 10 名、観察会(植物,昆虫,野鳥)8 名 

  

   



 

 

② 芥川の魚類の遡上調査 (4/24～6/30) 

令和５年度は定置網による魚類全般の遡上調査を実施した（昨年までは目視でアユ調査）。 

水グループは、芥川倶楽部の計画策定および調査に協力した（延べ 3 人） 

③ 各種観察会他 

・5/21 緑のカーニバルに出展。水グループ参加者 13 名 

魚の水槽のほか、直接触ることのできるドブガイなどを展示し子どもたちに触れて楽しん

でもらった。 

・7/17 大人のためのさかなとり講座（参加者 33 人）水グループ支援者 2 名 

 

４.令和 6 年度活動予定 

（1）芥川クリーンアップ活動  

 毎月第 3 火曜日（2・8 月を除く）実施場所：桜堤公園。様々な機会を捉えて「ゴミを捨てな 

い」意識を持つよう啓発活動を行うと共に行政への積極的な提言を基に廃棄ゴミの削減を図る。 

 

（2）内ヶ池自然再生実験活動  

  内ヶ池自然再生実験活動は再生地に於けるヨシの移植定着活動は成功した。 

R5.3.30（令和 4年度）に初回のヨシ刈り取り作業を行ったが、今後も刈り取り後のヨシの成 

 長を観察し、課題の改善と自然環境の維持に努めて行く。 

再生活動のテーマであった①二枚貝の定着、②人口魚礁の設置、等はサンプル実験では効果 

を検証しているが、現場環境下での活動の難しさが有り、今後の課題の一つとして留めたい。 

 

（3）外来種植物駆除  

定期的なパトロールと駆除を行ない，芥川大橋から上流域の城西橋までの根絶（津之江公園池、 

女瀬川を含む），芥川大橋下流域については，国交省と情報交換をしながら，高槻市と連携して 

 芥川からの根絶を目指す。 

 

（4）芥川生き物調査  

引き続き，芥川上流下流域での調査を春と秋に実施する。 

 

（5）小学校支援活動  

引き続き，支援活動を実施する。 

 

（6）水路の生き物調査 

関電変電所南水路・野田・天川地区水路の調査を実施していく。 

 

（7）その他 

芥川倶楽部，環境大学ＯＢ会等との協働の取組は従来通り。 



たかつき環境市民会議 5月5日

2023年度・里山グループ活動報告
１. 竹林の整備と竹の活用
計画・萩谷フイールドの整備
① 炭焼き窯の修理
炭焼窯2基の1基の底に穴が空き鉄板を巻いて修理した

炭焼き窯修理
② 萩谷竹林のA・B・Ｃのフイールド､3か所で整理・整備を実施している
 フイールドA・Bの真竹は2018年の台風21号で倒れた竹林を整備したが
 その後､てんぐ巣病と思われる竹の病気で荒廃が進んでいる
 フーイルドＣの孟宗竹林は枯れ竹や倒竹など整理できた

萩谷活動23年度 22回実施 参加者延べ210名

２.  公園樹木部会
① 公園名札新規取付 新規公園の取付はありませんでした
② 名札の点検とメンテナンス 実施
  メンテ44公園 名札109枚補充と交換をした

３. 街路樹部会
① 街路樹の管理番号札取付と名札付け行う
  6月 高見台から芝谷地区取付
  11月古曽部美しが丘地区取付
② 管理番号のメンテナンス行った  
 ※樹木の成長で管理番号札が取れてしまう
③ 街路樹の季節事パネル作成した

  竹林整備

樹木の勉強会



４. 子ども支援部会
 ① 阿武山たつの子認定こども園樹木観察会と木の実工作
  23年度5月から12月迄観察会6回実施  24年1月木の実工作行う

  
 ② 9月土室小学校樹木観察会と樹木博士認定証授与

５. 公民館講座
6月 樹木講座  阿武山公民館 参加者 31名
7月 水鉄砲教室 阿武山公民館 参加者 28名
9月 樹木講座  真上公民館 参加者 38名
10月 炭焼講座 阿武山公民館 参加者 17名

10月 ハロウイン工作教室 北清水公民館 参加者 35名
11月 木の実工作 城内公民館     参加者 20名
12月 門松教室 阿武山公民館 参加者 30名
12月 門松教室 富田公民館 参加者 20名
12月 門松教室 北清水公民館 参加者 20名

木の実工作たつの子樹木観察会 土室小樹木観察会

年度ミニ門松講座



たかつき環境市民会議         202４年 5 月 5日 

 202４年度・里山グループ活動計画 

１． 萩谷炭焼フィールドの整備 

・ 炭焼窯周辺の整備        ・竹炭作り 

㋑ 萩谷フィールド A・B 竹林の景観向上の為引き続き 整備を実施する 

㋺  フィールドＣ竹林の枯れ竹・倒れた竹・密集竹の整備を実施する 

 

２． 公園樹木部会  

㋑ 既設公園の名札のメンテナンスを年 2 回春と秋に行う  

㋺新規公園樹木の調査と名札取り付け及びメンテナンスを行う 

 ３. 街路樹部会  

㋑ 街路樹名札とナンバー取り付け及びメンテナンスを行う 

㋺ 街路樹ガイドマップの見直しと活用をはかる 

 

４. 子ども支援部会 

㋑ 阿武山たつの子認定こども園児の樹木観察会の実施  

㋺ 子ども樹木博士認定書授与 

6.公民館講座  

2024 年度公民館の講座計画（予定）    

・  6 月 3 日 (月)  上の池公園樹木観察（阿武山公民館）    30 名 

・  7 月 13 日(土)  竹の水鉄砲教室（阿武山公民館）          24 名 

・  8 月 24 日(土)  木の実工作（五領公民館）         40 名 

・ 10 月 30 日(水)  秋の上の池公園樹木観察会（阿武山公民館）30 名 

・ 12 月 20 日(金)  門松教室準備          （会員の門松製作)  

・ 12 月 21 日(土)  門松教室（阿武山公民館）         30 名 

・ 12 月 22 日(日)  門松教室（富田公民館）          20 名 

・ 12 月 24 日(火)  門松教室（北清水公民館）         20 名 

 

７．高槻市行事参加予定 

 ①  エコ・クリンフエスタ の参加         5 月 31 日(土) 6 月 1 日(日)  

②  緑化フエアー                 10 月 20 日(日) 

⑤ 環境大学講座担当 「街路樹と公園樹木」       11 月１４日(木) 

里山グループ担当講座（高槻城公園内案内） 

  

 

 

 

 



令和5年度活動実績・令和6年度活動計画

１．構成員 9名→１2名 （女性5名、男性７名） グループ責任者 松村
年度中に３名入会（女性：松久、三野 男性：吉井）

２．活動目的 市民対象に、環境に関する情報提供と環境意識向上の一助とする。
１） 提供情報 ・地球温暖化防止、省エネルギー、緑のカーテン

・ゴミの３R（リデユース、リユース、リサイクル）
・ゴミの分別、食品ロス

２） 実施内容 ・自転車/手回し発電の体験 （子供用自転車に変更）
・廃品利用のおもちゃ作り
・紙芝居（ゴミ分別、食べ残しなどの内容）
・古本のリユース
・環境関連のポスター掲示、リーフレット配布

３．令和5年度実績
1） 助成金 阪急阪神ゆめ・まち基金から50,000円受給、活動資金とした。

基金使用実績 38,899円（子供自転車、拡声器、出展費、インク代など）
2） 出 展 ①4/29 第31回こいのぼりフェスタ 終日 ４人 協議会

②5/21 緑のカーニバル 〃 5人 実行委
③8/25,26 エコ＆クリーンフェスタ 〃 延12人 市主催
④9/10 第19回たかつき協働NPOフェスタ午前中 5人 公益活動サ

ポートC ¥2,300
⑤10/22 緑化フェア 〃 7人 市主催
⑥11/26 安満遺跡公園 〃 5人 独自 ¥6,000

たかつき環境市民会議：省エネ推進グループ

4/29こいのぼりフェス

ポスター掲示 発電体験（子供用自転車購入）

ゴミブース担当
で３R・分別の
呼びかけ



5/21緑のカーニバル

8/25,26エコ＆クリーン

9/10NPO協働フェスタ

10/22都市緑化フェア

11/26安満遺跡公園

紙芝居です

大勢の園児で
賑わいました



3） 5/9 公開講座受講「気候変動 食からの警鐘」 片山/松村
4） 5/15 クリーンデー＆分室花植え参加 ２人参加
5） 5/24～9/30 分室ゴーヤ苗6株栽培（緑のカーテン）
・苗廉価販売126株      ＊自前栽培実施したが、困難さ痛感

6） 8/6 たかつき祭り打ち水参加 6人参加
7） 11/3 市制発展寄与で市から表彰受ける
8） 2/2 南大冠公民館で市役所の出前講座手配
 「新聞ちぎり絵講座」の前段でリサイクル講座

4．反省と課題
  ◇良かった点 ①好天候に恵まれて予定6回 全ての出展ができた。

②本年初めて「NPO協働フェス」に参加でき、出展機会が増えた。
③「エコ＆クリーンフェス」では多くの保育園児に恵まれた。
④基金利用で、出展道具類の補充ができた。 
⑤３名の入会者があった。

  ◇今後の課題 ①単独出展時の費用発生で資金確保必要。安満遺跡公園１回6000円程度
 →資金確保方策検討、公園利用方法の方策検討
②子供相手に追われ、環境情報提供が疎かになり易い。
 →出展時の心がけとしているが、根本原因はマンパワー不足。
③出展内容マンネリ化防止と会員自身の環境知識の習得
 →月次定例会での情報交換、勉強会
④会員補充のための募集働きかけ強化（チラシ配布・呼びかけ）

（R5年度は21本収穫）

4/26栽培苗 9/1分室緑のカーテン 8/12 収穫物

本年度収穫物７個 大不作でした

資源循環推進課の出前講座



５．令和6年度活動計画
１） 構成員 10名 （女性5名、男性5名）
２） 活動目的 及び 活動内容は、基本は前年度同様とする。
３） 活動計画案

以上 文責松村



エコ事業所グループ活動報告 

エコ事業所グループは高槻市内の事業者様の環境課題を支援するグループです。こ

れまでは地球温暖化対策活動の一環として、CO2 削減に取り組んでいましたが、３年

よりプラスチックごみ削減にも取り組んでおります。 

１．構成員数 6名  齊藤昇(ﾘｰﾀﾞｰ)、小河晴樹、宇田吉明、津田善弘、原茂太、平野

芳和 

２．2023 年度活動記録 

 ①第 12回 CO2 削減（省エネ・節電）&プラごみ削減コンペの実施 

   内容：省エネは、電気の使用量（kWh）の売上高等で割る原単位評価、また節 

電は最大需要電力（kW）の前年度に対する削減率から評価。プラスチックご 

み削減は 3Ｒを中心に活動内容を定性的評価。 

   対象期間：2023 年 7 月～2023 年 9 月の 3 か月間。   

   審査会：2024 年 3 月 15 日 エコ事業所ｸﾞﾙｰﾌﾟ、2024 年 3 月 25 日 運営会議 

応募事業者数：8 社   表彰対象事業所一覧表 

CO2 削減大賞     (株)長浜製作所 様 

省エネ優秀賞        日本スリッター工業(株) 様 

省エネ優良賞     (株)河原工房 様 

省エネ優良賞     北おおさか信用金庫高槻支店 様 

節電優良賞      甲南化工(株) 様 

プラごみ削減優良賞  (有)今村化学 様 

省エネ努力賞     滋賀銀行阪急高槻支店 様 

省エネ努力賞          北おおさか信用金庫芥川支店 様  

    

表彰式：2024 年 6 月 15 日（土）13 時～15 時 クロスパル 5F 視聴覚室 

 



  

 

（2023 年度 CO2 削減＆プラごみ削減コンペ 表彰式）      

         

 

（2023 年度 CO2 削減＆プラごみ削減コンペ 受賞講演会） 

 

３．2024 年度の活動計画 

 ①「高槻カーボンニュートラルセミナー」の開催（６/６） 

   高槻市内の事業者の皆様にカーボンニュートラル推進でメリットを生み出す体

質転換を考えていただく機会として以下の要領でセミナーを開催します。 

「省エネで利益を生み出す体質作りにチャレンジ！」（小河晴樹氏） 

「カーボンニュートラルの進め方及び関連補助金の紹介」（宇田吉明氏） 

後援；高槻市、高槻商工会議所 

②第 13回 CO2 削減およびプラごみ削減コンペの実施 

   昨年と同様に７月から９月に実施予定 

           

以上  



 

 

本年度はやったことないことに挑戦しようと、メンバーで検討し 

熊や鹿が美味しく食している「団栗」を我々が食べようと試みました。 

結果 今までに味わったことの無い感触に触れ、良い経験ができた。 

また ハイキングは念願だった「西国街道」を走破出来た。 

平成29年4月 JR高槻駅前(天神馬場)～芥川宿～今城塚古墳間から始め、 

第6回目に終点西宮神社(西宮恵比寿)を目指して阪急電鉄門戸厄神駅を出発 

、廣田神社・三好長慶の居城越水城跡など西宮市内の遺跡を見学し、 

ついに、本年12月13日に阪急電鉄門戸厄神駅～昆陽宿～阪急伊丹駅まで第8回 

目ハイキングで終了することが出来た。 

今年は「どんぐり」への挑戦と我々の伝統だった歴史ハイキング「西国街道巡 

り」を完成させた、令和5年は実り多き一年であった。 

<行事詳細> 

1 4月 雨天でハイキング中止。 

2 5月 摘み草料理教室。我々メンバーのみ。 

3 6月 番田にある「大阪府水未来センター」で高槻の排水状況を学んだ。 

4 9月 ＳＵＮＴＯＲＹ BEER 京都工場見学。 

5 9月 青春１８きっぷ旅行 四国高松へ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6  今年初挑戦！「どんぐり」料理材料を求め、ドングリ拾い。 

7  10 月の材料を利用して、団栗団子作りや草木染めに挑戦。 
 

 

 

 

  

「すごい灰汁だし３回以上？思ったよりいける！？」 

令和5年度チャレンジングＧ活動報告

「３種列車に搭乗、高松へ行ってきました」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
「炎の後の熾火の上に、そっと裸足で渡った人もいました！！」 

新年会。 新しい年にさらに新しいことに挑戦出来る様に！！ 

①の中止を復活。萩谷公園～白滝～さくら公園 ハイキング。  

8 12 月 第８回目「西国街道ハイキング」門戸厄神駅～阪急伊丹駅。 

「冬のいい天気 !! みんな元気です」 

9 ２月 高槻 「南山安岡寺」火祭り 見学。 

10 ２月   新年会。新しい年にさらに新しいことに挑戦出来る様に！！ 

11 ３月   ①の中止を復活。萩谷公園～白滝～さくら公園ハイキング。   以上 
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